
 

服部良一（1907～1993） 

大正15年(1926)より約4年間

メッテルに師事。 

「東京ブギウギ」や「青い山

脈」等を作曲し、国民的作曲家

となる。 
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国
民
的
作
曲
家
の
服
部
良
一
と
日
本
を

代
表
す
る
指
揮
者
の
朝
比
奈
隆
は
、
神
戸

に
住
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
指
揮
者
、
エ
マ
ヌ

エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
（
一
八
七
八
～
一
九
四

一
）
に
作
曲
な
ど
を
師
事
し
て
い
ま
し
た
。 

メ
ッ
テ
ル
は
ロ
シ
ア
革
命
を
逃
れ
、
大

正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
来
日
、
前
年

開
局
し
た
大
阪
放
送
局
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
指
揮
者
に
就
任
し
ま
す
。
そ
こ
で
フ

ル
ー
ト
を
担
当
し
て
い
た
服
部
の
熱
心
な

練
習
態
度
に
目
を
と
め
、
個
人
レ
ッ
ス
ン

受
講
を
勧
め
ま
す
。 

ま
た
メ
ッ
テ
ル
は
京
都
帝
国
大
学
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
指
揮
し
て
お
り
、
朝
比

奈
は
彼
を
慕
っ
て
京
大
に
入
学
し
ま
し
た
。 

服
部
と
朝
比
奈
は
中
山
手
二
丁
目
の

メ
ッ
テ
ル
の
自
宅
に
通
い
ま
す
。
二
人
は

直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
メ
ッ

テ
ル
は
服
部
に
は
「
ア
サ
ヒ
ナ
サ
ン
、
ヨ

イ
シ
キ
シ
ャ
ニ
ナ
リ
マ
ス
」
と
朝
比
奈
を

引
き
合
い
に
出
し
、
朝
比
奈
に
は
服
部
を

引
き
合
い
に
出
し
て
両
者
を
叱
咤
激
励
し

た
そ
う
で
す
。
彼
は
後
に
深
江
文
化
村

（
東
灘
区
）
に
移
り
、
戦
争
の
影
響
に
よ

り
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
生
涯
を
終
え
ま
す
。 

朝
比
奈
は
メ
ッ
テ
ル
の
勧
め
で
プ
ロ
を

目
指
し
、
服
部
は
「
先
生
の
言
葉
は
い
つ

も
影
の
如
く
響
い
て
」
と
述
懐
す
る
な
ど
、

二
人
の
歩
む
道
を
方
向
づ
け
ま
し
た
。 
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エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
と 

二
人
の
弟
子 

 

 

『朝比奈隆 木之下晃写真集』 

木之下晃（増進会出版社，1994） 

朝比奈隆（1908～2001） 

日本を代表する指揮者。 

昭和3年(1928)より約10年間メッ

テルに師事。京都帝国大学を卒業

後、世界各国のオーケストラを指

揮。戦後は大阪フィルハーモニー

交響楽団を設立。 

『メッテル先生 朝比奈隆・服部良一の楽父、

亡命ウクライナ人指揮者の生涯』岡野弁 

（リットーミュージック，1995） 

* 

＊
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局 

参
考
：
『
大
阪
音
楽
界
の
思
い
出
』
『
こ
の
響
き

の
中
に 

私
の
音
楽
・
酒
・
人
生
』
ほ
か 

 

『ぼくの音楽人生 エピソードで

つづる和製ジャズ・ソング史』 

服部 良一（日本文芸社，2023） 
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神
戸
元
町
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

通
り
過
ぎ
た

人
々
、
喪
わ
れ
た
街 

平
野
義
昌
文 

柳

原
一
德
写
真
構
成
他
（
み
ず
の
わ
出
版
） 

二
〇
一
三
年
、
元
町
の
海
文
堂
書
店

は
九
九
年
間
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

そ
の
元
店
員
で
あ
る
著
者
が
、
元
町
文

学
史
を
軸
に
、
か
つ
て
神
戸
の
街
に

在
っ
た
人
々
や
街
の
記
憶
を
た
ど
る
。 

林
喜
芳
、
陳
舜
臣
、
池
長
孟
な
ど
文

化
人
を
紹
介
し
、
そ
の
著
作
を
ひ
も
と

く
こ
と
で
、
彼
ら
の
目
に
映
っ
た
元
町

の
情
景
を
鮮
や
か
に
蘇
ら
せ
る
。
当
時

の
新
聞
記
事
や
地
図
、
写
真
等
の
資
料

を
豊
富
に
掲
載
。
海
文
堂
書
店
や
三
宮

ブ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
、
個
性
豊
か
な
書

店
の
歩
み
に
も
触
れ
る
。 

巻
末
に
は
索
引
、
関
連
年
譜
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。 

  

          

祭
祀
考
古
学
の
研
究 

続 

大
平
茂
（
雄

山
閣
） 祭

祀
考
古
学
と
は
、
祭
祀
遺
跡
と
祭

祀
具
か
ら
原
始
・
古
代
人
が
神
や
霊
魂

と
接
し
て
い
た
精
神
状
態
（
心
理
）
を

探
る
学
問
。
著
者
は
兵
庫
県
立
考
古
博

物
館
の
元
職
員
で
、
本
書
は
前
書
の
刊

行
（
二
〇
〇
八
年
）
後
に
発
表
し
た
論

文
、
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第 

編
第
３
章
「
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡

が
語
る
ま
つ
り
の
古
代
史
」
で
は
、
県

内
で
発
掘
さ
れ
た
銅
鐸
や
絵
画
土
器
、

呪
符
木
簡
な
ど
の
祭
祀
遺
物
の
変
遷
を

連
続
性
や
断
絶
と
い
う
視
点
で
整
理
・

考
察
し
て
い
る
。
巻
末
に
県
内
の
祭
祀

遺
物
出
土
地
一
覧
表
あ
り
。 

 ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
の
ボ
ン
ゴ
と
マ
リ
ン
バ 

南
幅
俊
輔
著 

神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国
編
著

（
辰
巳
出
版
） 

神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国
で
暮
ら
す
ハ
シ

ビ
ロ
コ
ウ
、
オ
ス
の
ボ
ン
ゴ
と
メ
ス
の

マ
リ
ン
バ
。
二
羽
の
違
い
や
暮
ら
し
ぶ

り
を
、
写
真
家
・
南
幅
俊
輔
氏
が
写
真

を
通
し
て
紹
介
し
た
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
。 

ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
の
繁
殖
に
力
を
入
れ

て
い
る
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国
な
ら
で
は

の
経
験
や
取
り
組
み
、
飼
育
員
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
読
み

応
え
の
あ
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。 

〈
て
い
ね
い
な
暮
ら
し
〉
の
系
譜 

花
森

安
治
と
あ
こ
が
れ
の
社
会
史 

佐
藤
八
寿

子
（
創
元
社
） 

須
磨
区
出
身
の
花
森
安
治
は
、
昭
和

二
十
三
年
に
生
活
雑
誌
の
元
祖
と
も
い

え
る
『
暮
し
の
手
帖
』
を
創
刊
し
た
。 

本
書
は
、
こ
の
雑
誌
の
特
質
と
花
森

安
治
の
人
物
探
究
を
基
に
、
時
代
の
変

化
に
伴
う
「
て
い
ね
い
な
暮
ら
し
」
の

理
想
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。
効
率
化
が
進
む
私
た
ち

の
今
の
暮
ら
し
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

も
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

第
五
章
「
神
戸
を
歩
く
」
で
は
、
当

館
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

妖
精
の
物
理
学 

電
磁
幽
体
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
） 

二
〇
三
二
年
、
特
定
の
物
理
現
象
が

少
女
の
姿
で
具
現
化
し
た
存
在
「
現
象

妖
精
」
が
提
唱
さ
れ
、
世
界
は
一
変
し

た
。
「
現
象
妖
精
災
害
」
に
よ
っ
て
、

重
力
が
反
転
し
た
「
逆
さ
ま
の
街
・
神

戸
」
。
そ
こ
に
暮
ら
す
少
年
・
カ
ナ
エ

は
、
あ
る
日
、
黒
づ
く
め
の
集
団
に
命

を
狙
わ
れ
て
い
る
謎
の
女
の
子
と
出
会

う
。
少
年
の
秘
密
と
彼
女
の
正
体
。
す

べ
て
が
明
か
さ
れ
た
と
き
、
彼
ら
の
逃

避
行
は
、
隠
さ
れ
た
真
実
へ
と
辿
り
着

く
。
第
三
一
回
電
撃
小
説
大
賞
受
賞
作
。 

断
簡 

あ
る
音
楽
学
生
の
生
と
死 

中
林

敦
子
（
風
詠
社
） 

村
野
弘
二
は
幼
い
頃
か
ら
音
楽
に
親

し
み
、
神
戸
一
中
在
学
中
は
我
流
で
作

曲
に
熱
中
し
た
。
や
が
て
音
楽
家
を
志

し
、
昭
和
十
六
年
に
東
京
音
楽
学
校

（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
の
「
予
科
」

に
作
曲
科
志
望
で
入
学
す
る
が
、
そ
の

翌
年
に
学
徒
出
陣
で
陸
軍
に
入
隊
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
弘
二
の
父
・
貞
朗
の

手
記
を
多
く
引
用
し
な
が
ら
、
戦
地

フ
ィ
リ
ピ
ン
ル
ソ
ン
島
で
亡
く
な
る
ま

で
の
生
涯
を
伝
え
る
。 

著
者
は
弘
二
の
姪
に
あ
た
る
。
平
成

二
十
七
年
に
、
彼
の
遺
作
と
な
る
音
楽

学
校
時
代
の
楽
譜
と
レ
コ
ー
ド
が
親
族

の
家
か
ら
発
見
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
公
開
に
至
っ
た
経
緯
も
綴
ら
れ

て
い
る
。 

           
 

フ
ェ
ア
リ
ー
・
ハ
ザ
ー
ド 

フ
ェ 

ア
リ
ー 

む

ら

の
こ

う
じ 

さ
だ
お 

― 新 し く 入 っ た 本 ― 

は
や
し
き
よ
し 

ち
ん
し
ゅ
ん
し
ん 

い
け
な
が
は
じ
め 

表
紙
写
真
「
相
克
」
安
井
仲
治(

一
九
三
二
年
撮
影) 

二
〇
〇
四
年
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バ
ー
プ
リ
ン
ト  

名
古
屋
美
術
館
蔵 

III 
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映
画
の
ロ
ケ
地
を
歩
く 

ひ
ょ
う
ご
シ
ネ

マ
の
旅 

津
田
な
お
み
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

兵
庫
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
六
〇

作
品
と
そ
の
ロ
ケ
地
を
紹
介
す
る
。
取

り
上
げ
る
映
画
は
、
旧
神
戸
新
聞
会
館

周
辺
で
撮
影
し
た
昭
和
の
ス
タ
ー
映
画

「
夜
霧
の
ブ
ル
ー
ス
」
や
旧
グ
ッ
ゲ
ン

ハ
イ
ム
邸
を
主
人
公
夫
妻
の
住
ま
い
と

し
て
撮
影
し
た
近
年
の
話
題
作
「
ス
パ

イ
の
妻
」
な
ど
幅
広
く
、
海
外
作
品
も

名
を
連
ね
る
。
ロ
ケ
地
は
自
然
の
絶
景

や
歴
史
的
建
造
物
だ
け
で
な
く
、
元
町

の
交
差
点
や
神
戸
駅
な
ど
人
々
が
日
常

的
に
訪
れ
る
場
所
も
登
場
す
る
。 

映
画
を
通
じ
て
、
兵
庫
県
の
魅
力
を

再
発
見
で
き
る
。 

 

            

阪
神
・
淡
路
大
震
災
３
０
年
い
の
ち
の
危

機
を
生
き
抜
く 

防
災
教
育
と
心
の
ケ
ア

の
日
常
化 

兵
庫
県
教
職
員
組
合
・
兵
庫

教
育
文
化
研
究
所
編
（
明
石
書
店
） 

震
災
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
る
中
、

教
育
現
場
で
は
経
験
の
継
承
が
、
あ
ら

た
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

本
書
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

三
〇
年
を
機
に
県
内
の
教
職
員
や
研
究

者
に
よ
る
実
践
と
提
言
、
被
災
当
事
者

の
声
を
集
め
た
記
録
集
。
被
災
体
験
の

語
り
継
ぎ
、
い
の
ち
を
守
る
防
災
教
育
、

心
の
ケ
ア
、
３
・
１
１
後
の
受
け
入
れ

教
育
の
四
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

震
災
を｢

生
き
抜
く｣

た
め
の
教
育
現

場
の
取
り
組
み
が
丹
念
に
ま
と
め
ら
れ
、

そ
の
経
験
と
知
見
は
、
貴
重
な
教
訓
と

し
て
次
世
代
に
手
渡
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入

れ
教
育 

 

そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

音
が
す
る
の
だ
っ
た 

玉
川
侑
香
詩
集 

玉
川
侑
香
（
詩
人
会
議
出
版
） 

モ
ダ
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
イ
オ
ニ
ア

田
中
千
代 

本
橋
弥
生
（
平
凡
社
） 

臨
床
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
．
０ 

神

戸
医
療
産
業
都
市
の
現
在
そ
し
て
未
来 

橋
田
亨
編
集
（
メ
デ
ィ
カ
出
版
） 

                   

          

 

                              

※ 

 原 智恵子 はら・ちえこ  

大正3年(1914) ～ 平成13年(2001) 

【参考】『原智恵子 伝説のピアニスト』石川康子（ベストセラーズ, 2001）、『原智恵子』改訂版 
寺崎太二郎（冬花社, 2024）ほか 

原智恵子は大正3年に須磨で、川崎造船所で働く父・原粂太郎と琴の師匠であった母・久子のもとに生

まれました。7歳でピアノを習い始め、才能を開花させた智恵子は14歳で渡仏。努力の末、パリ音楽院

ピアノ科へ入学します。フランス人ピアニストのラザール・レヴィに師事し、日本人として初めて主

席で卒業しました。昭和7年に帰国しますが、昭和10年には再び渡仏し、世界的ピアニストであるアル

フレッド・コルトーのもとで助手を務めて経験を積み、翌年にはパリデビューを果たします。また、

昭和12年には第3回ショパン・コンクールに日本人で初めて参加し、聴衆賞を獲得。この聴衆賞は、注

目と人気を集めた智恵子が入賞しなかったことから聴衆による暴動が起き、それを収めるために急遽

贈られた賞でした。その後も国内外で精力的に演奏活動に取り組み、その色彩豊かな音色で人々を魅

了しました。講師の依頼は断ることが多かった智恵子ですが、母や姉が卒業した神戸女学院大学では

教授としてピアノを教えたこともありました。昭和34年には、20世紀を代表するチェリストのガス

パール・カサドと結婚します。二人は「デュオ・カサド」としてデビューし、世界各地で演奏しまし

た。夫が亡くなってからは「ガスパール・カサド国際チェロコンクール」の開催に尽力し、後進の育成

に貢献しました。その功績から、昭和62年に勲三等宝冠章を叙勲されています。 

智恵子は海外では高く評価されていたものの、本人の性格や音楽的個性、日本音楽 

界の慣習的側面等から日本の楽壇と折り合いが悪く、その活躍はあまり評価されませ 

んでした。しかし、国際的に活躍した日本人ピアニストの草分け的存在として、近年 

その功績が改めて注目されています。 

 

くんさんとうほうかんしょう  じょくん 

くめたろう 

神戸 その㉞  
あんな人こんな人 

 

― 新 し く 入 っ た 本 ― 
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ 

111 

 

復
元
整
備
五
○
周
年 

五
色
塚
古
墳 

 明
石
海
峡
を
望
む
垂
水
区
の
丘
陵
地
に

あ
る
五
色
塚
古
墳
は
、
令
和
七
年
（
二
〇

二
五
）、
復
元
整
備
か
ら
五
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。 

五
色
塚
古
墳
は
、
古
墳
時
代
前
期
（
四

世
紀
後
半
）
に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳

で
、
全
長
は
一
九
四
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部

の
高
さ
は
一
八
・
八
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、

兵
庫
県
内
最
大
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
年
間
三
万
人
を
超
え
る

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

文
化
財
と
し
て
は
、
大
正
十
年
（
一
九

二
一
）
に
兵
庫
区
の
和
田
岬
砲
台
な
ど
と

合
わ
せ
て
県
内
初
の
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は

出
土
し
た
埴
輪
四
八
点
が
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
神
戸

市
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
も
出
土
品
三

三
八
点
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
的

に
も
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。 

出
土
品
の
多
く
を
占
め
る
埴
輪
は
土
管

状
で
江
戸
時
代
以
降
「
壺
」
と
呼
ば
れ
、

二
千
個
以
上
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
並
ぶ
姿
か
ら

五
色
塚
古
墳
は
別
名
「
千
壺
古
墳
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る

「
播
州
明
石
舞
子
濱
續
垂
水
名
所
五
色
塚

圖
」
等
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
五
色
塚

古
墳
の
絵
図
に
は
、「
〇
」
や
「
●
」
が
描

か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
表
面
に

見
え
る
埴
輪
や
葺
石
と
考
え
ら
れ
、
当
時

か
ら
そ
れ
ら
が
特
徴
的
で
、
よ
く
知
ら
れ

る
名
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
、
五
色
塚
古
墳

で
は
樹
木
の
伐
採
や
食
糧
難
に
よ
る
開
墾

が
行
わ
れ
、
荒
廃
が
進
み
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
代
、
周
辺
住
民
の
保
存
要
望
も
相

ま
っ
て
、
考
古
学
者
・
坪
井
清
足(

一
九
二

一
～
二
〇
一
六)

に
よ
っ
て
復
元
構
想
が
練

ら
れ
ま
し
た
。
坪
井
は
、
同
じ
こ
ろ
建
設

省
で
五
色
塚
古
墳
周
辺
へ
の
建
設
が
議
論

さ
れ
て
い
た
、
明
石
海
峡
大
橋
に
着
目
し

ま
す
。
古
代
の
技
術
力
を
体
現
す
る
五
色

塚
古
墳
を
築
造
当
時
の
姿
に
復
元
整
備
し
、

現
代
の
技
術
を
集
め
た
「
夢
の
懸
け
橋
」

こ
と
明
石
海
峡
大
橋
を
一
望
し
て
対
比
さ

せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。 

こ
の
構
想
が
結
実
し
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
か
ら
始
ま
っ
た
復
元
整
備

事
業
は
、
墳
丘
の
形
状
や
構
造
を
綿
密
な

発
掘
調
査
に
基
づ
い
て
復
元
す
る
と
い
う
、

非
常
に
先
進
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。
幸

い
に
も
墳
丘
は
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て

お
り
、
一
〇
年
に
わ
た
る
整
備
の
末
、
昭

和
五
十
年
に
史
跡
公
園
と
し
て
一
般
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
五
色
塚
古
墳

は
、
日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
復
元
さ
れ

た
古
墳
と
し
て
、
学
界
の
み
な
ら
ず
市
民

の
関
心
を
集
め
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。 

復
元
整
備
に
よ
り
、
三
段
構
造
の
墳
丘
、

周
囲
を
巡
る
濠
、
埴
輪
列
、
そ
し
て
表
面

を
覆
う
葺
石
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
方
部
の
黒
み
が
か
っ
た
葺
石
は
淡

路
島
産
で
墳
丘
の
上
段
と
中
段
に
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
で
は
推
定
約
二
二
三
万

個
の
葺
石
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

墳
頂
部
に
は
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
復
元

さ
れ
た
鰭
付
円
筒
埴
輪
や
鰭
付
朝
顔
形
埴

輪
な
ど
が
並
び
、
古
代
の
葬
送
施
設
の
様

子
を
視
覚
的
に
体
感
で
き
る
空
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

頂
上
に
登
る
こ
と
も
で
き
、
明
石
海
峡

大
橋
や
淡
路
島
を
一
望
で
き
る
絶
景
が
広

が
り
ま
す
。
歴
史
と
自
然
が
融
合
し
た
こ

の
眺
望
は
、
古
代
へ
の
想
像
力
を
か
き
立

て
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

さ
ら
に
、
令
和
八
年
（
二
〇
二
六
）
春

に
は
、
五
色
塚
古
墳
の
歴
史
的
価
値
や
復

元
の
過
程
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
開
館
予
定
で
す
。 

五
〇
年
前
の
復
元
調
査
で
は
、
誰
が
埋

葬
さ
れ
て
い
た
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
な
お
謎
に
包

ま
れ
た
魅
力
を
持
つ

五
色
塚
古
墳
か
ら
、

今
後
も
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。 

 

「播州明石舞子濱續垂水名所五色塚圖」(当館所蔵) 

上：1955年代（約70年前） 

右：現在 

(神戸市文化財課提供) 
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